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受講のてびき

• 本資料は作成者の解釈が含まれます. 答えのない議論があります 

• 前半：本日のテーマ紹介と座学 

• 後半：テーマを深める談義・質問・考察 

• 気になることをメモをしながら受講してください
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資料の見方

テーマに沿った項目 

（座学で説明します）

左の内容に関連した 
補足キーワード 

(調べ物に役立ててください)
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テーマ

‣ 地域と存在 「私」がただ在るという概念
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今回の領域
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東洋の思想の展開1 - ウパニシャッド哲学
‣ 西欧圏の個主体の主観性と別地域の主観性 

‣ 東洋の主観やリアリティの歴史を辿る 

‣ 梵我一如：世界(梵)と自己(我)を同じと考える 
‣ ものごとを分ける → 悩みの始まり 

‣ 我は「～に非ず」 
‣ 我は認識の源で,  我は我を認識できない 

‣ 「自分は～ではない」としか言えない

関連キーワード 
- 古代インド哲学, バラモン教 
- 梵我一如, ブラフマン, アートマン 
- ヴェーダ, ウパニシャッド 
- ヤージュニャヴァルキヤ 
- サルトル 
- 認識主体と認識対象 
- 認識の無限遡行 

6



東洋の思想の展開2 - 自己の多層性
‣ 自己(我と私)の多層性 

‣ 「我」 : 舞台の演者 

‣ 「私」 :「我」をみる観客 

‣ 「我＝私」の感情移入と誤解 
‣ 「我」の幸不幸を「私」と勘違いして苦しむ 

‣ 「我」を見守る穏やかな「私」 

‣ 「私」→ なにものでもないただ在る自分

関連キーワード 
- バラモン教 
- ウパニシャッド 
- 初期仏教 
- 梵我一如 
- 無我・有我 
- マインドフルネス 
- 鎌倉仏教 
- 禅 
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東洋の思想の展開3 - 原始仏教
‣ ウパニシャッドの実践と苦行 

‣ 苦痛の克服 = 我の囚われの克服という考え 

‣ ゴータマ・シッダルタ(仏陀)の目覚め 
‣ 苦行こそ囚われ. 「我」の強化であると否定 

‣ 中道(極端でなく余裕ある状態)  
‣ 余裕は「我」の囚われの解放につながる

関連キーワード 
- 原始仏教 
- ゴータマ・シッダルタ, 釈迦 
- 悟り・目覚め 
- 四諦 
- 八正道 
- 中道 
- 無我・有我 
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東洋の思想の展開4 - 存在と区別・縁起・空

‣ 縁起 
‣ すべては関係性と相互作用でのみ成り立つ 

‣ 色即是空・空即是色 
‣ 物質(色)に実体はなく(空), 実体がない(空)のが物質(色)である 

‣ 区別から発生する存在 
‣ 物事を分け区別した部分を存在と呼ぶ. 存在に不変の実体はない 

‣ 区別を取り払う営み 
‣ 区別を取り払っていき, 最後「我」すら取り払う → 無我 
‣ 区別のない無我に至って観える本質 → 空

関連キーワード 
- 大乗仏教、上座部仏教 
- 龍樹 
- 般若経、般若心経 
- 縁起、空 
- 諸行無常、諸法無我 
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東洋の思想の展開5 - 老荘思想と中国仏教
‣ 老子 : 道(タオ)と無為自然 

‣ 道 = 本質の根源 

‣ 世の利益ある行為は,  区別を生む 

‣ あるがままは,  自然な営みを生む 

‣ (大乗)仏教との親和性 

‣ あるがままは柔軟で区別を手放し,  道に近づく 

‣ 老荘思想と混ざり,  中国仏教が発展

関連キーワード 
- 大乗仏教、上座部仏教 
- 老子・荘子、老荘思想 
- 道(タオ) 
- 無為自然 
- 上善如水 
- 玄奘三蔵、唯識 
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地域と存在 「私」がただあるという概念

‣ 私 = 我 の誤解で生まれる苦しみ 

‣ 余裕を持つことによる我の解放 

‣ 関係性の中に浮かび上がるあるがままの私 
‣ 実体のない「空」や「道」の追求 

‣ 区別の堅さ → あるがままの柔らかさへ 

‣ 地域ごとの主観性, 間主観性への注目
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メディアApp開発9 - 存在とメディア性
‣ Appにおける機能の存在感に地域的感性を盛り込む 

‣ 西洋的な「主体」としてのリアリティ：自律・輪郭・明示性 

‣ 東洋的な「関係性」によるリアリティ：曖昧・余白・調和 

‣ Appを単なる道具ではなく, 在り方を提示するメディアにする 

‣ 実践 

‣ 自律的なふるまいのUI（存在の確かさ）と共鳴的UI（存在の柔らかさ） 

‣ 地域ごとの知覚傾向を調査し, 文化に適した存在表現を試みる 

‣ 明示的な存在提示と空間調和による存在提示を併せる
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本日の談義・考察一助

a. 本質的な自己の「私」と「我」の関係性を各自整理してみてほしい 

b. 西洋と東洋の自己や主観の捉え方の違い・共通点を考えてみる 

c. 西洋の美と間主観性へのアプローチは東洋地域では有効か否か 

d. 上記に限らず, 自由に質問・問題提起・雑談をしてほしい
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次回予定

‣ 東洋思想史2 : 東西思想の考察と日本 
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